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現在、遺伝子操作の
「ゲノム編集」技術を応用した食品が出てきたことから、 「ゲノム編

集」を有機生産等の規格基準となる「有機 JAS」 (日 本農林規格)で、どう扱 うかが農水省

及び 「農林水産消費技術安全センター」 (FAMIC)で検討されています。
9月 30日 には、有機農業関係者を含む「検討会」が開かれ、会議は「認めないJ方向でま

とまりましたが、この後、「JAS規格原案作成委員会」、農水省 「JAS調査会」 (審議会 )

が控えています。政府と委員の出方により、 「認めない方向」力`そのまま通るか不明です。

豊かな自然循環を維持増進する農業、とりわけ有機農業では有機農業推進法でも
「有機

換えは使わない」という「プロセ不 〔開発過程)墜―ス」の考え方をとつています。つま

り、一度でも遺伝子を操作して開発 した生物 (種子、畜種等)は使えません。なお、開発企

業は特許をとり、 「有用Jな新種であることを宣伝するので、開発時の遺伝子操作の有無は

わかるし、分別管理などにより追跡 (ト レーサビリティ)も 可能です。

国際食品規格コーデックスの有機生産等ガイ ドラインも、国際有機農業運動連盟 (lFOAM)

も、 「プロセスベース」で考えています。IFOAMは 、前回 2017年の第 19回オーガニック世界

大会の総会で、ゲノム編集を含む 「遺伝子操作」技術を認めないとする立場を再確認する決

議を採択しています。

アメリカの全米有機生産プログラム下の 「全米有機基準委員会」 (Nationa1 0FganiC

Standard Board)も 、2016年、17年、19年 と、最新の遺伝子操作技術も含めて「オーガニ

ックに使ってはだめ」と、排除技術としています。EU(ヨ ーロッパ連合)の有機生産指令
でも、もちろん遺伝子操作生物を禁止しています。EUではさらに昨年 7月 、欧州司法裁判
所 (European Court of JuStiCe)が 、食品全般に対してゲノム編集などは遺伝子組換えとし

てその法律に従い、環境影響評価や人体への安全性審査を行 うべきとの決定を下しました。

他方、最終的な製品自体に挿入した外来タンパクなどが残らないとするタイプは、安全性

審査もしない、表示の義務付けもないとする、 「プロダクト (製品)ベース」の考え方を日

本政府はとつています。そして懸念されるのは、アメリカ 。トランプ政権に弱いことです。

アメノカのグノ瑚 酵 フ ア 凛 ン 〃 本を狙 つている ノ

アメリカでは、 トランプ政権の下、米国農務省アイバッハ農務次官が、議会下院農業小委
員会で今年 7月 に、ゲノム編集技術を l有機 1で も認めたらどうかなどと、とんで 1)な い発

言
‐
をしています。近く全米有機基準委員会が開かれる予定で、これに圧力をかける恐れがあ

ります。すでに
「Non CMOJ け「遺伝子細換え)表示の 「ゲノム編集ダイズ|(高オレイン酸

含有)が販売され、輸出できるのを待っていると (〉「1われています。 t)し t、 、日米の
「
有

機」基準で認めるようなことになれば、有機のゲノム編4■_ダイズも栽培さノl、 卜1本に押 し寄

せてきてしまうでしょう。

い クません。 ま ιでや、 
´
有機 ″卵 だ ゲ ノム顧 J技術 を 掘 け ることは、 とん

でもないこと0ゲ つιて認められませんぅ



NPO日 本有機農業研究会からの呼びかけ・署名用紙 (呼びかけ文別途)団 体用

0~補 Л駒  夕‐ガニックノだ
めない ノ ことに賛同 じ、著喀 ιま九

生冷・生活を声な基本となる 曖パ うのノと 動 の世界だ、膚ケ子簾タタ

漏はいクません。ましてやt 
‐
機 ″身 だ ゲノム願 」技術を容認九 定

と″、とんでうないこと■ ゲつιで認められません。

ウェブ SNS公開 ()否 を

酢等名たわぬとひと2乃ラム お知らソ稔

名の取扱いについ

一次集約 10月 25日

二次集約 11月 5日

※賛同署名は、団体等名、個人名は署名内容と共に、関係機関 (農水大臣、関係委員等)に公

表し送付します。また、ホームページ (ウ ェブサイ ト)、 SNS等のインターネットでも、日

本有機農業研究会をはじめ、賛同署名をされた各団体等により公表されます (公開可のみ)。

※なお、署名管理のため、連絡先と担当者名を下記送付先までおしらせください。

※団体等で、「署名とりまとめ団体」になつていただける場合、ご連絡おねがいします。
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